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掲載 No| 東京 人 


みち の く 縦断 夏 祭り を 満喫 [oe 
竿 燈 ・: ね ぶた ・ 花 笠 ・ 七 夕 最少 催行 人 由 : 12 名 


バス 証 間 


東北 が 一 年 で 最も 熱い 時 期 で す | 今年 こそ は と 開催 の 準備 を 進め て いる こと で し ょ う 。 秋 田 竿 燈 ・ 青 森 ね ぶた ・ 山 形 花笠 
の 各 夜 の 祭り は すべ て 観覧 席 か ら じ っ くり 見 物 い た だ け ま す (最終 日 の 日 中 の 仙台 七 久 まつ り は 自由 見 学 )。 移動 の 合間 に は 
八甲田 山 や 蔵王 な ど 涼 風 の 山 策 美 る どう ぞ 。 ま た 、3 日 目 の 青 森 か ら 仙 台 へ は 新幹線 利用 で 移動 、 バ ス 座 席 は お 一 人 様 に 2 シ 
ー ト を ご 用 意 し ます の で 、 移 動 中 も る ゆっ た りお 過ごし 下さ い 。 


秋田 竿 燈 ま つり 

真夏 の 后 記 や 那 気 を 払う 、 
ね ぶり 流し 行事 と し て 垢 ま 
っ た と いわ れ て いま す 。 和 
し い 「 簡 粗 」 は 小さ いも の 
で 5fs。 大 きい も の だ と 19 
仙 に も な り ま す 。 演 技 者 が 
額 、 局 、 國 に の せ て 技術 を 
競い 、 風 の 語 き を 読み な が 
ら パ ラン ス を 取り 続け る 欄 
は 自力 潮 点 。 ま さ に 夜空 を 
彩る 間 金 の 粗 午 で す 。 


山形 花 等 まつ り 


従来 の 貴 り は 、 地 域 に よっ 
て 侍 を か ぶっ て の 手 芋 リ や 
笠 を 手 に 持っ て 回 し て 雅 る 
も の な ど 、10 玉 類 あ まり の 
様々 な 路 り が あり まし た が 、 
花笠 音頭 パレ ー ド (これ が 
現在 の 『 山 形 花 等 まつ り 』 
! け て それ ら を 一 本 
た と の こと で す ( 運 
称 : 女 り )。 その 後 、 男 忠 
り が で き 、 参 加 者 が 独自 に 
好 和 を 凝ら し た 「 禄 作 花笠 
踊り 」 な ど 多 彩 な 馬 リ が 加 
わり まし た 。 


青森 ね ぶた 祭り 
ね ぶた 師 に よっ て 1 年 が か り で 創作 され た 山 吾 が 街中 を 絢 り 歩き ます 。 山 車 の 杏 欧 
期 さ に 圧倒 され る と と も に 、 ハ ネト と 呼ば れる 踊り 手 の 「 ラ ッ セ ラー! 」 の 提 け 声 で 
会 場 が 気 で 包ま れ ます 。 祭 の 最終 日 に は フィ ナー レ を 衣 る 海上 運行 と 花火 大 
会 が 侍 さ れ ます 。 


8 月 5 日 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


屋 束 時 194.000 円 198,000 円 218.000 円 
秦 | 224,000 円 228,000 円 248,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 旨 新 大 阪 駅 まで 同 
行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 弘 南 パ ス 、 十 和田 観光 電鉄 、 三 衝 五 バス 、 山 交 パ ス 、 羽 
後 交通 の いずれ 部 屋 タイ プ : 1 泊 目 と 3 治 目 は 洋室 、2 泊 目 は 和室 泊 目 は 皆様 
お 一 人 様 一 字 で シン グル ルー ム 利 用 と な り ま す 。 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は 
P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


仙台 セタ ま つり 


仙台 で は 七夕 まつ り の こと 
を 「 た な ば た さん 」 と 衝 し 、 
潤 全 層 世 款 公 が セタ に 関 


タ の 行事 が あっ た と いわ れ 
て いま す 。 毎年 手づくり さ 
れる 高 さ 10 全 ほど の 吹 流 
し 型 の 待 箱 り 、 筋 り の 内 容 
は 当日 まで 企業 半 密 と な っ 
て お り 、8 月 6 日 の 電 6 時 頃 
か ら 飼 り 付け が 行わ れ 、 そ 
の 豪華 さ を 金 い 合う の で す 。 


+ バ パス 前 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 館 せ そ の 他 
東京 (10:2012:20 発 ) ニ 大 宮 王 新 大 阪 7:309:30 発 ) 三 京都 ニ 
秋田 名 古屋 三 東京 = 大 宮 三 秋田 
ッ タ クシ ー つ 秋田 市 内 (自由 に 昼 竿 炉 を 見 物 ) … 秋 田 キャ ッ ス ル ホ 
テル 泊 ( 早 夕食 後 、 観覧 席 に て 美しい ね ぶり 流し 「 竿 糧 ま つり 」 を 見 物 ) 


午前 : 宿 一 八甲田 山 (ロー プ ウ エー で 山頂 駅 へ ) つ 青森 ・ 棟 方 志功 記 
念 館 (青森 が 生ん だ 世界 に 誇る 板 画家 の 作品 ) - 下 森 市 内 ( 早 夕食 、 失 


覧 席 に て 熱 下 の "ね ぶた 祭 」 を 見 物 ) 稲垣 温泉 ・ ホ テル 花 月 学 泊 ( 和 
津 吾 の 名 湯 、 源 泉 か け 流し の 宿 ) 
午前 : 宿 新 


ニー 【 ラ クラ ク 新 幹線 移動 ] 仙台 蔵王 ・ 御 釜 ( エ 
メラ ルド グリ ー ン に 揮 く 神 砂 の 湖 ) つ 夕刻 : 山 形 七 日 町 ワシ ント ン ホ テ 
ル 泊 ( 早 夕食 番 、 ホ テル 前 の 特設 観覧 語 で 影 や か な 衣装 と 紅花 を あし ら 
っ た 等 で 由 る 「 花 各 ま つり 」 を 見 物 、 シ ング ルル ー ム 利用 ) 

午前 : 宿 一 仙台 市 内 ( 藩 祖 伊達 政宗 公 の 時 代 か ら 続く 伝統 行事 「 仙 台 七 
夕 まつ り 」 を 自由 見 物 、 自 由 昼 食 ) … 

合 三 大 折 三 仙台 = 東京 名 古屋 = 京都 = 

東京 (16:00 て 17:30 着 ) 新 大 阪 (19:00 て 20:30 着 ) 涼風 の 八甲田 ロー プ ウ ェ ー 蔵王 の 御 釜 


